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　東京アールアンドデー(Ｒ＆Ｄ)は、京都市の「梅小

路公園遊戯用電車(チンチン電車)蓄電池車両化改造」

を受注、完成車が動き出した。明治後期の車両で1994

年から梅小路公園内で架線給電方式で運行していた。

公園の拡張再整備にあわせたもので、車両内外観は往

年の姿のまま、蓄電池車両化したことによって、架線

なしで緑化された軌道上を静かに走る電車になった。

搭載したリチウムイオン電池はＧＳユアサ製で総容量

33.7kWh。

　東京Ｒ＆Ｄが蓄積してきた電気バスや電気自動車な

どの電動車開発技術を、初めて動態保存鉄道車両に応

用した。充電は電気自動車用急速充電装置を利用する

ため、給電設備や

保守コストを抑え

た車両の運行が見

込める。これを機

会に電気自動車開

発技術の幅広い応

用と異分野への展

開を進める考え。

東京Ｒ＆Ｄ、京都市の路面電車の蓄電池車両化改造
電気自動車用急速充電装置を利用

寒冷地向けの中距離運用仕様バス。走

行状況や搭載電池状態などを24時間リ

アルタイムで監視するVehicle-ICTを搭

載。屋根には太陽光パネルを搭載、車

室内には充電用のＵＳＢコネクタを備

えたほか、災害時や非常時に車両の電

池から一般電力を取り出せるようにし

た。モーターの最大出力は150kW、リチ

ウムイオン電池は三菱重工製で65kWh。

　2013年にはインテルとＥＶのバッテ

リーを遠隔制御する車両情報通信技

術「Vehicle-ICT」を開発した。これ

は、クラウド経由で収集・蓄積した

　東京アールアンドデー(Ｒ＆Ｄ)は、ＥＶ開発30年の歴史を持つ。東京電力の「ＩＺＡ」や慶応大学の「Ellica」など
時代を代表するＥＶを数多く手掛けてきた。新たに「ピューズ」ブランドを立ち上げ、コンバージョンＥＶに関するワ
ンストップサービスも展開する。北海道ではソーラー建設にも着手して、スマートシティプロジェクトへのアプローチ
も検討する。

　同社は1981年の創立で量産車両の車

体関係のスタイリング、設計、試作

業務を開始。翌年にはレースカーの

研究開発に着手した。1984年にはＥＶ

の自主研究を手掛け、1985年にＥバイ

ク「TRDEX-1」を東京モーターショー

に展示した。その後あらゆる車種の

ＥＶを次々に開発していく。バイクか

らレースカー、商用車やバスなど多岐

に渡るが「大手の自動車メーカーが乗

用車市場を狙っているのは解っていた

ので、バスの開発にシフトした」(東

京アールアンドデー営業企画本部　

福田雅敏本部長)。2012年には、55人

乗りの中型電気バスを秋田県に納入し

た。県では「ＥＶバス技術力

向上事業」を行っており、現

在はメンテナンスを受けなが

ら路線バスとして運行してい

る。ベース車両はいすゞ・エ

ルガミオで、エナデル社製の

24kWhリチウムイオン電池(Ｌ

ｉＢ)を搭載した。

　秋田県では、ＥＶや新エネ

ルギー産業に必要な技術力向

上と産業育成を目的に、2011

年度から「ＥＶバス技術力向上事業」

を行っている。県内企業が参画して電

気バスの開発と営業路線での通年運行

を目指している。秋田の参加企業が製

造する太陽光パネル

を屋根に装備して発

電を行うほか、寒冷

地対策として暖房用

燃焼引きヒータを装

備して冬季の電力消

費を抑える。燃料に

はバイオ燃料を用い

て環境に配慮した。

　沖縄県では､「ス

マートエネルギー

ア イ ラ ン ド 基 盤

構 築 事 業 」 と し

て、島嶼型スマー

トコミュニティ実

証事業や、再生可

能エネルギーの出

力変動抑制システ

ム実証などを進め

ており、その一環

として、ＥＶバス

開発・実証運用事

業を行っている。

グ ル ー プ 会 社 の

ピューズが2011年度から同事業を受託

した。中古車を活用して費用を抑え

た改造電気バスの技術開発と車両製

作を行った。改造車は中型バスをベー

スにして、電池残容量、電力回生量な

ど、電気バスが走行する情報を乗客へ

提供するモニタリングシステムを搭載

した。またエアコンについてはコンプ

レッサーを駆動する専用のモーターを

搭載した。これにより交差点などで停

止してもエアコンを稼働できる。

　東京Ｒ＆Ｄはあくまで研究組織で一

品ものを手掛けるが、今後はＥＶバス

なども量産する体制が必要になる。

ピューズでは、車両制御ユニットや

ＥＶ用のモーター、バッテリ管理シス

テムなどの主要部品を提供する。コン

バージョンＥＶに関するハードやソフ

トが何でも揃う、ワンストップサービ

スを目指す。また同社の沖縄事業所で

はバスの量産を進める。地元では自動

車産業への期待も大きい。量産してコ

ストダウンを進めることで、新たな市

場開拓につなげる。

　さらにＪＲ東日本へは、ＪＲ気仙沼

線ＢＲＴで2014年４月から運行を開始

した電気バス(e-ＢＲＴ)を納入した。

東京Ｒ＆ＤのＥＶ開発技術を投入した

インテルと共同開発

バッテリー情報や走行情報、ＧＰＳ情

報などを分析し、その分析結果をもと

に車両のＶＣＵ(車両コントロールユ

ニット)やＢＭＵ(バッテリーマネジメ

ントユニット)に直接フィードバック

することで、タイムリーで効率的なメ

ンテナンス制御を行うもの。

　インテル製のプロセッサを搭載した車

載端末がＣＡＮ(Control Area Network)

に無線で接続され、ＧＩＳとクラウド・

コンピューティング技術を活用し、運行

時の車両情報のモニタリングを実施する

と同時に、乗客向けには路線周辺情報

の案内表示など、さまざまな情報をリ

アルタイムに表示できる。

　東京Ｒ＆Ｄとインテルは、ＥＶ向け

　わが社のＥＶ開発は1984年まで遡り、事業の柱となって

いる。最初に電気バイクの「TRDEX-1」を手掛け、1991年

には東京電力の「ＩＺＡ」を発表した。2004年には慶応大

学の「Elica」を開発するなど、時代ごとのエポックメイ

キングなＥＶを世に出してきた。特徴はバイクからトラッ

ク、レースカーや大型バスまで多種多様なＥＶを作ってき

たことにある。これまでの知見や研究成果を活かし、大手

メーカーのバックアップになればと考えている。

　ただ、東京Ｒ＆Ｄ自体はあくまで研究機関であり、１

品ものを提供しているが、今後ＥＶが普及期に入ると量産

することも考慮する

必要がある。このた

め移動体用電気駆動

システムの開発・製

造・販売の会社とし

て「ピューズ」を立

ち上げた。バッテリ

管理システム、ＥＶ

駆動用モータやイン

バータ、リチウムイ

オン電池パック、車両制御ユニットなど、コンバージョ

ンＥＶに必要な主要部品から各種コンポーネントなどあら

ゆるものを提供できるワンストップサービスになる。また

沖縄に事業所を設けたが、これはＥＶバスの生産拠点とな

る。東京Ｒ＆Ｄが開発したのを沖縄で量産することで、開

発費用負担を無くし、コストを抑えて提供できる。東京Ｒ

＆Ｄの開発ビジネスのほかに、ピューズである程度の量産

販売にすることで、事業ポートフォリオのベースを作るこ

とができる。ＪＲ東日本には、気仙沼線のＢＲＴ(バス高

速輸送システム)向けにＥＶバスを納入しており、この普

及にも期待している。

　また北海道千歳市の所有地では太陽光発電事業を行

う。年間発電量は70万kWh程度を想定しており、年内に

稼働できればと考えている。遊休地の有効活用の意味も

あるが、最近の動向を見ていると、ＥＶ単独ではなく、

Ｖ２Ｈ(ビークル・ツー・ホーム)のような住宅との関

連、再生可能エネルギーとのつながりも出てきた。今後

スマートシティやスマートパークのような企画に参加す

るときに有効な経験になる。太陽光で作った電力で自社

開発のＥＶを動かす。そんな時代になってきた。

ソーラー稼働でスマートプロジェクトも視野
東京アールアンドデー　営業企画本部　福田雅敏本部長

福田雅敏氏

の移動体通信システムにおける協業を

通じて、稼働率の高いＥＶバスやＥＶ

トラックなど業務用ＥＶを対象に、電

気駆動車両の経済性向上を目指した

バッテリーの遠隔メンテナンスシステ

ムを研究開発する。

　今後の開発テーマとしては、来年

にも発売される燃料電池車も視野に

入る｡「ＥＶを30年開発してきたノウ

ハウで、燃料電池車の裾野を広げてい

きたい」(福田雅敏本部長)。また北海

道では800kW程度のソーラーを建設し

ている。今後のスマート関連プロジェ

クトにも、同社の様々なノウハウが展

開できると期待している。

ＥＶは俺たちが作る

東京アールアンドデー、ＥＶ30年の歴史
ソーラー建設進めスマート分野も視野

ピューズＶＣＵ ＢＲＵＳＡモーター ＢＲＵＳＡインバーター


